





























　1951年に Piaget & Inhelder が 'The origin of the idea of chance in children'（原題は La genèse 


























































念をもっている可能性がある。同様に，Yost, Siegel, & Andrews（1962）は，4 ，5 歳の幼児が確率
についての意思決定を行う際に，言語で説明しなくてよい条件であれば，確率を判断して行動する
ことができることを示した。同様に，Davies（1965）や Goldberg（1966）も幼児を対象とした実験
を行い，具体物を操作する能力は Piaget & Inhelder（1951/1975）が主張するよりも幼い年齢の子ど
もに備わっていることを示した。その後，ピアジェらが主張したよりも幼い頃から確率概念や問題
解決が出現することを示した研究が増えてきた（たとえば Baillargeon & Graber, 1988）。
　かくして，Piaget & Inhelder（1951/1975）が用いた実験方法，すなわち実験者に対して1対1で
言語を用いて説明する臨床法は，幼い子どもには負担が大きいと批判を浴びることになった（Brane, 
1959, 1962; Brainerd, 1973, Miller, 1978）。そして，幼児を対象とする認知発達研究を行う場合には，
言語を用いる条件のみではなく，非言語的な反応を測定する実験条件や環境を整えることが重要だ








　実験室はある条件を設定して実験を行う場であり，Piaget & Inhelder が活躍した1950年代はま
だ，生態学的妥当性を考慮する視点は，多くの心理学的研究においてあまり見られなかった。しかし，
子どもが科学的概念を学ぶ際には，実験室のように閉ざされた空間で，決められた条件下で行うこ







ようになることが示されてきた（Bonawitz, Shafto, Gweon, Goodman, Spelke, & Schulz, 2011; 
Buschbaum, Bridgers, Weisberg, & Gopnik, 2012; Shafto, Goodman, & Frank, 2012）。
c．確率に関する学習者の既有知識の影響
　さらに，確率に関して子どもがもっている既有知識が確率推論に影響している可能性について，





いることが示されるようになった（Denison, Reed, & Xu, 2013; Feigenson, Dehaene, & Spelke, 


















& Inhelder（1951/1975）が提示したのが，確率量化（quantification of probabilities）である。確率量









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中垣（2009）が Piaget & Inhelder（1951/1975）を批判しているのは，n 個から r 個をとる組合せに
おいて，Piaget & Inhelder（1951/1975）が r=2の場合しか扱っていない点である。n 個から2つを
取り出して並べる，あるいは組み合わせる場合（nP2，nC2）と，n 個から3つを取り出して並べる，
あるいは組み合わせる場合（nP3，nC3）とは，課題の構造が異なるのではないだろうか。
　中垣（1979）は，n 個から r 個を取り出す組合せ課題は，r=2の場合は小学校高学年以上になると
正答率がかなり高いが，r=3の場合には，中3でも正答率が半数以下になると報告している。したがっ
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Figure 1  順列の樹形図 
（遠山，1979/2013，p.73より引用）
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順列に関する推論の誤りやすさについての研究動向と課題
 The purpose of the present study was to overview why children mistake easily in operation 
of permutation, referring to Piaget & Inhelder's （1951/1975） stages of operation of permutation. 
Piaget & Inhelder （1951/1975） observed children's cases based on the experiments that have 
been held by the clinical method. This study has focused on instructive intervention. The 
possibilities that knowledge which children learn in mathematics classrooms improve their 
mistakes and the necessity of empirical research in future were discussed.
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